
この動画では、保育園等のお申込みに際し、よくある質問と回答を紹介いた
します。
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はじめに、育児休業取得中における申込みについて、
次に、きょうだい申込みについて
最後に、申請内容を変更する場合について紹介いたします。

2



現在、育児休業取得中です。『復職に関する申立書』を提出する必要がある
と思いますが、その記載方法を教えてください。
また、指数はどのように算定されるのか教えてください。
▲①「利用希望月」までに復職をする場合と、②「復職希望月」までは復職
を希望しない場合とで、
『復職に関する申立書』の記載方法および指数の算定方法が異なります。
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①利用希望月までに復職をする場合は、
『復職に関する申立書』の▲「復職希望月」と申込書①の▲「利用希望月」
が一緒になるか、
『復職に関する申立書』の「復職希望月」が申込書①の「利用希望月」より
前の月になります。
また、NO.1は「ア」を選択し、No.２、３の内容を確認の上、チェックを入
れ、
▲最後に署名欄に署名をしてください。
この場合、指数は就労証明書の内容で算定されます。
育児休業中は、就労証明書の契約内容の就労日数および時間で指数を算定し
ます。
また、申込児童が保育園等に内定した場合は、入園月の末日までに復職をし、
『復職証明書』を復職後14日以内にご提出ください。
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②復職希望月までは復職を希望しない場合は、
『復職に関する申立書』の▲「復職希望月」が申込書①の▲「利用希望月」
より後の月になります。
また、NO.1は「イ」を選択し、No.２～No.６の内容を確認の上、チェック
を入れ、
▲最後に署名欄に署名をしてください。
この場合、復職を希望する月に到達するまでは、保護者ともに保育指数を10
点とし、低い指数で算定します。
画面のように申請した場合は、１月・２月の申請は保護者ともに10点で算定
します。
4月の申請からは保護者の要件書類をもとに、指数を算定します。
これは、利用希望月に復職を希望しておらず、保育の必要性が低いためです。
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きょうだい２人を同時に申込みたい場合、申込書は２枚提出するのでしょう
か。
また、きょうだいで申込むことで選考が優先されるのでしょうか。
▲きょうだい２人を同時に申し込む場合、申込書は必ずしも２枚提出いただ
く必要はありません。
希望園の順位がきょうだいですべて同じの場合等、１枚の申込書を提出いた
だければ足ります。
また、希望する保育園等にきょうだいがいる場合や、どこにも在園していな
い児童を２名以上申し込んだ場合は加点となる可能性があり、
また、利用調整で同一指数世帯があった場合に優先されます。
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申込書①の「家族状況」欄について、▲申込児童全員の番号にチェックを入
れてください。
▲「希望する保育園等」欄について、希望園や希望順位がきょうだいで同じ
場合は、
申込書１枚に記入してください。
異なる場合は、きょうだいごとに申込書①をご用意いただき、
「希望する保育園等」欄にそれぞれご記入ください。
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申込書③の「児童の状況」No.2の▲「きょうだいで申込みをされる方へ」に
必ずチェックをしてください。
なお、チェックしたご希望の条件を満たさない限り、内定にはなりませんの
でご注意ください。
また、▲「ひとりでも入園できれば入園する」を選択した場合、きょうだい
のうち、ひとりが入園、
もうひとりが入園できなかった場合でも、入園月中に▲復職が必要となりま
す。
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申請後、住所や勤務状況が変わった場合や希望園を変更したい場合は、どの
ような手続きを行う必要がありますか？
▲『保育園等利用申込内容変更届』を希望月の締切日までにご提出ください。
住所を変更する場合は、住民票の異動手続を別途行ってください。
転職、契約内容の変更、勤務先追加の場合は、新たな『就労証明書』や前職
の離職日がわかる書類をご提出ください。
なお、希望園を変更する場合は、追加したい園だけでなく、希望する全ての
園をご記入ください。
以上で、よくある質問と回答の紹介を終わります。

9


